
近年、医療界ではチーム医療が注目されています。チーム医療とは多職種の専門スタッフが、お互い対等に連携
することで患者さんにとって最適な医療を提供するものです。当院では、NST、緩和ケアチーム等色 な々チームが
活動をしています。これからも当院はチーム医療を通して、患者さん中心の医療を推進していきます。

外からではなく内側から働きかけ、
人が持つ自然の治癒力を
最大限に引き出す。
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八事日赤を知ろう！
５月12日、
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病気を知ろう！
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患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
を
医
師
や
看
護
師
、
栄

養
士
な
ど
の
医
療
チ
ー
ム
が
グ
ル
リ
と
囲
む
。

名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
で
毎
週
火
曜
日
に
行

わ
れ
る
、
N
S
T
の
回
診
だ
。

　
N
S
T
と
は
、Nutrition Support T

eam

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）の
略
。
多
職
種
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
る
医
療
チ
ー
ム
で
、

患
者
さ
ん
の
症
状
や
治
療
に
応
じ
、
最
も
ふ
さ

わ
し
い
栄
養
管
理
法
を
主
治
医
に
提
案
す
る
。

栄
養
状
態
が
悪
い
と
、
回
復
の
遅
れ
や
、
手
術

後
の
感
染
症
・
合
併
症
に
繋
が
る
こ
と
も
あ

る
。
全
身
の
栄
養
を
良
く
す
る
こ
と
で
人
間
が

本
来
持
つ
治
癒
力
を
高
め
、
治
療
効
果
を
最
大

限
に
引
き
出
す
の
が
N
S
T
の
役
割
だ
。
回
復

が
早
ま
り
、
患
者
さ
ん
が
早
く
退
院
で
き
れ

ば
、
個
人
の
医
療
費
削
減
に
も
繋
が
る
。

　
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
の
N
S
T
へ
の
取

り
組
み
は
２
０
０
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
N
S

T
で
は
ま
ず
、
入
院
時
に
摂
食
・
栄
養
に
関
し

て
問
題
の
あ
り
そ
う
な
患
者
さ
ん
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
、
体
重
、
上
腕
の
皮
下
脂
肪
、
血
液

検
査
デ
ー
タ
を
盛
り
込
ん
だ
栄
養
管
理
シ
ー
ト

を
作
成
す
る
。
経
過
を
見
て
栄
養
管
理
が
必
要

か
ど
う
か
判
断
し
、
栄
養
管
理
が
必
要
な
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
回
診
を
行
い
管
理
法
を
立

案
、
主
治
医
に
提
案
す
る
。

　
栄
養
管
理
の
方
法
は
消
化
管
の
機
能
状
態
で

大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
消
化
管
が
機
能
し

て
い
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ブ
で
流
動
食
を
投
与
す
る

経
腸
栄
養
法
、
機
能
し
て
い
な
け
れ
ば
静
脈
に

カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
栄
養
液
を
投
与
す
る
静

脈
栄
養
法
を
選
択
す
る
。
状
態
が
良
く
な
れ

ば
、
チ
ュ
ー
ブ
や
カ
テ
ー
テ
ル
で
の
栄
養
補
給

か
ら
、
口
か
ら
の
栄
養
補
給
へ
と
移
行
で
き

る
。
N
S
T
を
統
括
す
る
一
般
消
化
器
外
科
部

長
の
坂
本
英
至
医
師
は
「
最
終
的
に
は
や
は

り
、
患
者
さ
ん
が
自
分
の
口
か
ら
栄
養
を
摂
れ

る
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
。
点
滴
な
ど
に
頼
ら

ず
、
な
る
べ
く
多
く
の
患
者
さ
ん
が
口
か
ら
の

栄
養
補
給
へ
移
行
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
で
力

栄
養
状
態
を
良
く
す
る
こ
と
で
、

人
間
が
本
来
持
つ

治
癒
力
を
高
め
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
を
生
か
し
、

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

栄
養
管
理
を
行
う
。

一般消化器外科部長
坂本 英至

看護師長
田中きよみ

管理栄養士
畠山 桂吾

薬剤師
大西 恵子

外からではなく内側から働きかけ、
人が持つ自然の治癒力を
最大限に引き出す。

Special Report



　
1
9
7
0
年
、
米
シ
カ
ゴ

に
代
謝
・
栄
養
学
の
医
師
、

薬
剤
師
、
栄
養
士
ら
が
集
ま
り
、
栄
養
管
理

チ
ー
ム
の
必
要
性
を
唱
え
た
の
が
N
S
T
の
始

ま
り
。
日
本
で
は
1
9
9
9
年
、
日
本
静
脈

経
腸
栄
養
学
会
の
発
足
を
機
に
普
及
が
進
み
、

2
0
1
2
年
４
月
現
在
、
全
国
約
1
5
0
0

の
病
院
で
N
S
T
が
稼
働
す
る
。
近
年
、
ど

の
治
療
に
お
い
て
も
栄
養
状
態
が
悪
け
れ
ば
効

果
が
薄
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
N
S
T
を
発

足
さ
せ
る
病
院
が
増
え
て
い
る
。

を
合
わ
せ
た
い
」
と
話
す
。

　

現
在
、
N
S
T
委
員
会
の
コ
ア
ス
タ
ッ
フ

は
、
医
師
９
名
、
看
護
師
５
名
、
臨
床
検
査
技

師
１
名
、
栄
養
士
２
名
、
薬
剤
師
２
名
、
言
語

聴
覚
士
１
名
。
管
理
栄
養
士
の
畠
山
桂
吾
は

「
病
気
に
よ
っ
て
栄
養
管
理
の
方
法
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
患
者
さ
ん
ご
と
に
最
適
な
栄
養
組
成

を
考
え
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
」
と
話
す
。
ま

た
、
薬
剤
師
の
大
西
恵
子
は
「
私
は
薬
の
面
か

ら
栄
養
を
考
え
、
点
滴
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
や

処
方
内
容
に
目
を
向
け
ま
す
」
。
最
終
的
な
栄

養
法
を
決
定
す
る
医
師
を
は
じ
め
、
患
者
さ
ん

の
一
番
近
く
で
経
過
を
観
察
す
る
看
護
師
、
摂

食
・
嚥
下
の
評
価
を
行
い
訓
練
す
る
言
語
聴
覚

士
、
栄
養
評
価
・
比
較
を
行
う
臨
床
検
査
技

師
。
N
S
T
を
構
成
す
る
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
立
場
か
ら
、
広
範
囲
に

及
ぶ
栄
養
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
日
本
の
病
院
で
は
、
治
療
に
関
す
る
、
す
べ

て
の
医
療
行
為
は
主
治
医
が
決
定
し
、
そ
の
統

率
下
で
行
わ
れ
て
き
た
。
N
S
T
の
よ
う
に
、 

患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
に
注
目
し
、
必
要
と
あ

N
S
T

れ
ば
診
療
科
を
越
え
て
回
診
す
る
と
い
う
行
為

は
、
日
本
の
病
院
の
歴
史
に
は
な
く
、
新
し
い

概
念
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
N
S
T
が
各
科
の
主

治
医
に
対
し
患
者
さ
ん
の
〈
栄
養
〉に
つ
い
て

提
案
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
は
強
く
、
な
か
な

か
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
な
か
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院
で

は
、
い
ち
は
や
く
そ
の
必
要
性
に
気
づ
い
た
安

藤
恒
三
郎
医
師（
当
時
副
院
長
）の
提
案
で
N
S

T
に
取
り
組
ん
だ
。
１
９
９
９
年
時
点
で
国
内

で
N
S
T
が
稼
働
し
て
い
た
の
は
13
病
院
。
早

い
段
階
で
の
先
進
的
な
取
り
組
み
だ
っ
た
。

　
ま
ず
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
称

し
て
お
昼
ど
き
に
チ
ー
ム
で
集
ま
り
、
勉
強
会

や
講
習
会
を
重
ね
る
こ
と
か
ら
活
動
を
開
始
し

た
。
各
診
療
科
に
N
S
T
の
リ
ン
ク
ナ
ー
ス
を

置
き
、
栄
養
管
理
へ
の
理
解
を
少
し
ず
つ
広

め
、
２
０
０
５
年
に
委
員
会
と
し
て
承
認
さ
れ

た
。「
欧
米
に
比
べ
、日
本
に
お
け
る
N
S
T
へ

の
理
解
度
は
ま
だ
ま
だ
低
い
で
す
。
し
か
し
、

当
院
で
は
い
ち
は
や
く
委
員
会
が
立
ち
上
が

り
、
病
院
側
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
も
整
っ
て

い
ま
す
。
委
員
会
発
足
か
ら
10
年
、
N
S
T
へ

の
理
解
度
は
年
々
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
」
と
坂
本
医
師
。〈
患
者
さ
ん
の
た
め
に
〉と

い
う
想
い
は
、
医
療
従
事
者
な
ら
誰
で
も
同

じ
。一
歩
ず
つ
、地
道
な
活
動
は
、着
実
に
実
を

結
ん
で
い
る
。

　
N
S
T
の
活
動
が
浸
透
し
、
治
療
に
お
け
る

栄
養
管
理
の
効
果
も
院
内
で
少
し
ず
つ
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
で
は
、
各
病
棟
の

看
護
師
が
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
に
つ
い
て
、

N
S
T
に
相
談
す
る
こ
と
も
多
い
。
看
護
師
長

の
田
中
き
よ
み
は
「
患
者
さ
ん
に
は
、
栄
養
の

専
門
チ
ー
ム
が
大
勢
で
自
分
の
こ
と
を
考
え
て

く
れ
る
姿
が
励
み
に
な
る
よ
う
で
す
。
『
来
週

の
回
診
ま
で
に
、
少
し
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

ら
な
い
と
』
と
い
う
言
葉
を
患
者
さ
ん
か
ら
聞

く
と
嬉
し
く
な
り
ま
す
」
と
話
す
。

　
「
N
S
T
の
活
動
を
外
来
や
地
域
へ
広
げ
て

い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
」
と
坂
本
医
師
。
急

性
期
病
院
の
患
者
さ
ん
の
在
院
日
数
は
短
縮
の

一
途
だ
。
退
院
後
も
継
続
的
な
栄
養
管
理
が
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
が
必
要
と
な
る
。
現

在
、
抗
癌
剤
治
療
を
外
来
で
行
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
N
S
T
が
栄
養
チ
ェ
ッ
ク
を

か
け
、
必
要
が
あ
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

今
後
は
外
来
だ
け
で
な
く
、
他
の
医
療
機
関
に

移
っ
た
場
合
で
も
栄
養
チ
ェ
ッ
ク
を
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
が
理
想
だ
。
院
内
か
ら
地
域

へ
、
N
S
T
の
活
動
の
場
は
今
後
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
く
。

〈病気〉と〈栄養〉の関係について考える。
患者さんにとってより良い医療をめざし、

踏み出した小さな一歩。
NSTへの取り組みは、少しずつ広がっている。

退
院
後
も
継
続
的
な
栄
養

チ
ェッ
ク
が
で
き
る
よ
う
、

仕
組
み
作
り
が
今
後
の
課
題
。

病
院
に
新
し
い
概
念
を

根
付
か
せ
る
。
活
動
は

一
歩
ず
つ
、
地
道
に
。

今回の
キーワード



プラス α 節電対策：待機電力

　５月12日は看護の日（国際ナースデー）。近代看護を生んだ、
フローレンス・ナイチンゲールの誕生日です。当院では、この日に
ちなみ、初の試みとなる「看護フェスティバル」を開催しました。
　副院長兼看護部長の片岡笑美子は、開会式に濃紺の日本
赤十字社の社服で登場。開催にあたり、中心となったプロジェ
クトメンバーや170名以上集まったボランティアに対して感謝を
述べ、「今回のイベントの大きな目的は２つ。地域の皆さまに看
護師の仕事を見ていただくことと、日本赤十字社を理解してい
ただくことです」と話しました。続いて院長の石川 清が「日頃は
ゆっくりと話す機会のない医療関係者や病院の職員とコミュニ
ケーションを取っていただき、病院のこと、看護のこと、病気のこ
とを理解していただければと思います」と挨拶しました。
　院内は、ちびっ子ナース体験、赤十字救護服試着・撮影、ペ
イントボード、ハンドケア講習、AED体験、妊婦体験、非常食試
食、看護師との座談会、ミニレクチャー、国際医療救援活動写
真展など、子どもから高齢者まで幅
広く楽しめる企画が満載で、参加者
はスタッフを含め、約700名にのぼり
ました。

　今回のフェスティバルを、中心となって企画・運営したのは、
院内公募で手をあげた19名によって作られたプロジェクトチー
ム。看護師だけでなく栄養士や保育士などさまざまな部署のメ
ンバーが、忙しい仕事の合間をぬって約２カ月かけて準備に当
たりました。
　正面玄関付近では、赤十字の活動を中心に災害救護
コーナーや赤十字看護の歴史を展示。子ども救護服の試着・
撮影が人気で、救急車の前や運転席で写真撮影する親子
の姿が絶えませんでした。看護師や医師の白衣や手術着を
着用できる企画もあり、参加者は思い思いの制服に身を包
み、看護師や医師になった気分を楽しみました。正面玄関前
には、院長の石川の発案でペイントボードが置かれました。病
で苦しんでいる人に手を差し伸べる、「看護の心をみんなの
心に」という赤十字の精神を表したこのボードに、参加者のカ
ラフルな手形がたくさん集まりました。また、認定看護師による
相談や、看護師との座談会も行われ、患者さんやそのご家
族、看護師をめざす学生などが看護師とゆっくり話し、看護
や病気への理解を深めました。
　晴天に恵まれ、和やかな雰囲気のなか終了した看護フェス
ティバル。年齢問わず多くの地域住民が病院を訪れ、近隣57
万人を対象とした地域医療支援病院としての当院の役割と使
命を地域の皆さまに広く理解いただく良い機会となりました。

使用していない電化製品のコンセントは抜くか、スイッチつきコンセントでこまめに切りましょう。

地域の中核病院として、看護の仕事と日本赤十字社の役割を、
地域の皆さまに分かりやすくお伝えしていきます。

子どもから高齢者まで、
幅広く楽しめる企画が満載。

病院への理解を深めるため、
病院側から周辺地域への
アプローチが必要。

▲「日本赤十字社の役割を伝
えたい」と、日本赤十字社の
社服姿で登場した副院長兼看
護部長の片岡。この社服は、
明治時代に日本赤十字社で働
く看護師が式典や外出用として
着用していたものだ。

Par t
!八事日赤を

知ろう！

５月12日、
「看護フェスティバル」を開催しました。



プラス α 節電対策：エアコン

６月16日㈯、当院の研修
ホールで「胃がん治療の
『わからない』を聞いてみ
よう」と題した市民公開
講座を開催しました。第２
回目となる今回は、地域

の方々、約170人が参加し、真剣な表情で治療法などに
ついての紹介に耳を傾けました。
がんは、昭和56年から、日本人の死因第一位となってい
ます。地域がん診療連携拠点病院の認定を受けている
当院では、患者さんやそのご家族に向けて、がんに関す
る正確な情報提供を継続的に行っています。今回の
テーマである「胃がん」は、めざましい治療の進歩で年々
死亡率は下がっていますが、罹患率（疾病の発生率）は
増加傾向にあります。副院長の長谷川 洋医師は開会の
あいさつで「胃がんは、早期発見・早期治療が大切。今
回はさまざまな治療法、手術法をお伝えします」と話しま
した。
講座では、「予防と診
断」、「内視鏡治療」、
「手術療法」、「抗が
ん剤治療」について、
各科の医師が最新情
報を紹介。がん専門
薬剤師による薬の種類、使用法についての説明や管理
栄養士による食事のとり方など、日常生活上の管理につ

いての話もありました。質
問コーナーでは、専門
医、専門薬剤師、がん化
学療法認定看護師が、
参加者の「胃がん」に対
するさまざまな質問にお
答えしました。

５月21日㈪、小児科病棟で金環日食観測会を開催しまし
た。当日はあいにくの曇り空、午前７時前、小児科病棟に
入院中の子どもたちと保護者、約20名が第１病棟の屋上
に集まり、空を見上げ、雲の切れ間から太陽が顔をのぞ

かせるのを待ちました。
参加者は観測会に先立って
行われた事前レクチャーで、
日食の仕組や観察方法の説
明を受け、日食メガネも受け

取って、準備万端で当日を迎えました。
子どもたちが作ったてるてる坊主が効いたのでしょうか、
太陽に月がすっぽり入る直前、それまで空を覆っていた
雲が晴れ、美しい金環日食をしっかりと観測することがで
きました。子どもたちだけでなく、保護者や関係者らからも
歓声が上がり、それぞれ手にした日食メガネをかざして、
空を仰ぎました。直接の観察以外にも、厚紙にピンホール
（小さな穴）をあけたものや、鏡の反射を利用し壁に投影
するなど、さまざまな方法で観測を楽しみ、感動のひととき
を過ごしました。

５月24日㈭、当院の研修ホールで
タイホウグループ小野金夫・久子
様ご協賛による「第13回ハートフ
ルコンサート」を開催しました。今
回は、弦楽の四名とフルートの名
古屋フィルハーモニー交響楽団のメンバーに、テノール歌
手・志田雄啓さんを迎えた豪華な顔ぶれ。志田さんは、ク
ラシック歌曲、オペラ、イタリア流行歌などを披露。美しい
音楽に心も体も癒されました。

設定温度は28～30度で扇風機と併用します。夜はカーテンを閉めておくと冷房効率が上がります。

公開講座、コンサート、天体ショー。
今後もさまざまなイベントを開催していきます。

地 域
貢 献

早期発見・早期治療が大切！
胃がん治療の最新情報を、
「市民公開講座」で紹介しました。

患 者
サービス

129年ぶりの天体ショーを楽しむ。
小児科病棟の子どもたちと、
金環日食を観測しました。

地 域
交 流

プロの演奏とテノール歌手の
伸びやかな歌声に、
優雅なひとときを過ごしました。

〈一期一会〉を大切に、地域の皆さまと
意義のある時間を共有できるように…。

Par t
"八事日赤を

知ろう！



プラス α 節電対策：照明

　熱中症の症状は少しずつ進行し
ます。「大丈夫」と日陰で休憩し、30

分後に意識を失い救急搬送という
ケースも多くあります。気分が悪く、意
識がはっきりしなければ、すぐに救急
車を呼んでください。
　搬送されてきた患者さんに対し、
当院の救急外来では院内トリアージ
を行います。中枢神経症状や内臓の
異常、血液凝固障害など、重篤な症
状を起こしている場合はすぐに集中
治療が必要です。そこまでいかなく
ても意識がはっきりせず、自分で水分
を補給できないようであれば、入院治
療が必要になる場合もあります。

　応急処置として、「解熱鎮痛剤は」
という方がみえますが、解熱鎮痛剤

電球より長持ちで消費電力が５分の1の電球型蛍光灯への交換がおすすめです。

は体内のウイルスが原因で高温に
なった熱を下げる薬です。外部環境
の異常で起きた症状に対し服用して
も、効果はありません。それより、一刻
も早く体を冷やし、熱を放散すること
が大切です。
　進行すれば命の危険もある熱中
症ですが、複雑な内臓疾患とは違
い、熱から体を守れば予防できます。
体温が42℃まで上がってしまった人
に集中治療を施すような場面は本来
望ましくなく、そうなる前の予防が何
よりも大切です。辛いと思ったら涼し
い場所でゆっくりと休み、首筋などの
太い血管から体を冷やすようにして
ください。救急車を呼ぶ状態になる
前に、早く休息し、水分をとることが
重要です。

　夏に気をつけたいのが熱中症。消防庁の調査によると、
記録的猛暑だった2010年７月～９月には全国で53,843人が
熱中症で搬送されました。人間は体温を一定に保つため、
環境温が上がると体内の熱を放散して調節します。熱中症
とは、高温環境下で大量に汗をかいて脱水症状などを起こ
し、体内の水分・塩分のバランスが崩れ、体温の調整機能が
破綻して起こる症状の総称です。昔は症状により、熱疲労、
熱失神、熱射病など使い分けていましたが、現在はすべて
を総称し熱中症と呼んでいます。

　体温調節機能が破綻すると、環境温が上がるにつれ体
温も上がっていきます。脱水症状を起こして身体を巡る血液
の量が減り、身体の大事な器官に充分な血液や酸素が行
き渡らなくなります。重症になれば生命の危険もあるため、症
状の変化に注意して下さい。高温多湿、輻射熱（太陽の日
差し）が高い場所で発生しやすく、特に高齢者や心臓疾
患、糖尿病などの持病を持っている人は、体温調節機能が
低下しているため気をつける必要があります。また、若い人
では、労働中や記録のかかったスポーツ中など、辛くても休
めない状況下で発生することが多いです。
　はっきりとした症状がない場合、病院へ行くのをためらい
がちですが、具合が悪くなり意識がボーッとするようであれ
ば、すぐに病院に連絡をしてください。

（歳）0
〜
4

5
〜
9

10
〜
14

15
〜
19

20
〜
24

25
〜
29

30
〜
34

35
〜
39

40
〜
44

45
〜
49

50
〜
54

55
〜
59

60
〜
64

65
〜
69

70
〜
74

75
〜
79

80
〜
84

85
〜
89

90
〜
94

95
〜
99

100
〜

女
男

救急科より

重症度が高ければ、
集中治療が必要

まずはかかりつけ医に
ご相談ください

重症度が高ければ、
集中治療が必要

ここをチェック

救急科部長・救命救急センター副センター長
稲田  眞治

熱中症による年齢別死亡者数（2010年厚労省統計）
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意識がボーッとするときは、
すぐに病院に連絡を

病気を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

重症度になると
生命の危険もある
“熱中症”
熱から体を守るには、
まずは予防が第一です！

T  O  P  I  C  S



プラス α 節電対策：テレビ 音量を小さくし、画面の明るさを少し暗めに設定しましょう。寝る前にオフタイマーモードに。

　普段の健康管理はかかりつけ医（診療所等）のもとで。
専門的な検査や治療が必要になったら、かかりつけ医の
「紹介状」を持って病院へ---。厚生労働省が進める病院と
診療所の機能分化の方針に従い、紹介状を持って病院を
受診する人が増えてきました。このように、診療所から病院
へ患者さんを橋渡しすることを「紹介」と言います。

　「逆紹介」とは、病院から診療所へ患者さんを紹介する
ことを言います。病院での治療がひと段落して、症状が落
ち着いた場合、身近な地域の診療所で治療を受けた方が
通院にも便利です。そこで、紹介状を持って受診された方
は、紹介元の診療所へ逆紹介しています。なお、「逆紹介」
にあたっては、病院の担当医から診療所の先生へ、病状や
経過を記した診療情報提供書による引き継ぎがありますの
で、安心して治療を続けていただけます。

　国が進める税と社会保障の一体改革により、地域による
医療サービス提供体制の効率化・重点化と機能強化を図
ることが、より一層推進されていきます。高度医療、急性期
医療、専門医療は当院をはじめとする病院が担い、その他
の慢性期医療等は、かかりつけ医（診療所等）が担うことに
より、地域の医療を包括的にみていくことが大変重要となっ
ていきます。また、病院の外来に患者さんが集中し、長時間
お待たせすることがないように、当院では今後も地域の診
療所や病院の先生方としっかり連携し、質の高い継続医療
を提供していきたいと考えています。
　なお、「逆紹介」されたにもかかわらず、当院で引き続き
受診される患者さんには、通常の再診料とは別に、1回の受
診ごとに1,050円(税込)の自己負担をお願いしています。ご
理解の程よろしくお願いいたします。

　８月11日（土）、13時から「八事日赤ふ
れあい祭り」、18時から「納涼夏祭り」を
行い、地域住民の皆さんに、楽しい夏の
一日をお過ごしいただきます。「八事日
赤ふれあい祭り」は「地域とともに創る
明日の医療と健康」と題し、気象予報士

森田正光氏による講演会、当院医師に
よる健康ミニレクチャーなどを行うほか、
生活習慣病メタボチェックコーナーや
キッズコーナー、昭和消防署による地震
体験車コーナーやちびっこレスキュー
体験、ＪＡ尾東あいち産地直送新鮮野
菜即売会など、子どもから大人まで楽し
める各種イベントを盛りだくさんご用意し

ています。スペシャルゲストには俳優の
今井雅之氏、格闘技元世界チャンピオ
ンのアーネスト・ホースト氏をお迎えしま
す。「納涼夏祭り」は、病院の正面玄関
前で毎年恒例の盆踊りを開催。名物の
串カツやゲームコーナーなどの夜店も並
び、職員が売り子となって祭りを盛り上
げます。どうぞお楽しみください。

八事日赤ふれあい祭り
納涼夏祭り

子どもから大人まで、
楽しい夏の一日を
お過ごしください。

外来診療における「逆紹介」について

「逆紹介」の重要性について

医療の
仕組み
を知ろう！

病院から診療所等への
紹介（逆紹介）

●症状が安定し、
　診察後のお薬の処方のみの方
●定期的に検査を受けるだけの方
●軽い症状の方

病院

診療所等

患者
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　４月９日、フィリピンのオーロラ州ディラ
サグ郡へ派遣される櫻井美弥子看護
師の出発式が行われました。また、５月
10日には同じくディラサグ郡に派遣され
ていた山田則子看護師が、６カ月間の
活動を終えて帰国しました。ディラサグ
郡には、衛生的な水を飲めず、トイレが

ない世帯が地域の９割に及ぶ所があ
り、住民の健康を守りにくい状況です。
さらに、医師は人口10,000人あたり0.６
人しかおらず、病気になってもなかな
か医師に診てもらうことができません。
現地へ派遣された当院の看護師は、
フィリピン赤十字社のスタッフとともに、
保健衛生設備の準備を進めながら、
地域住民への保健衛生教育を行って
います。

フィリピン保健医療支援事業
12011年10月～2012年４月
　山田 則子（看護師）
2 2012年４月～10月
　櫻井 美弥子（看護師）

今回号から人事異動により編集メン
バーに加わることとなりましたＭです。
「誰に」、「何を」、「どのように」伝える
か？ニーズ・ターゲットをしぼりさらに質の
よいものにしていきたいと思います。
ご支援、ご協力のほどよろしくお願いい
たします。

■名古屋第二赤十字病院 企画課
メールアドレス
kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

　6月20日、当院研修ホールで「平成
24年度CBRNE災害訓練」が行わ
れ、医師や看護師など約140人が参
加しました。CBRNE災害とは、化学 
（chemical）・生物(biological）・放射性
物質（radiological）・核（nuclear）・爆
発物（explosive）によって発生した災
害のこと。訓練は、原発で水素爆発事
故が発生し、放射性物質に汚染され
た恐れのある負傷者が運び込まれる
という想定で、被ばく線量の測定など

受け入れ態勢を確認しました。
　「原発非立地県」の愛知県には緊
急被ばく医療機関がなく当院にも専門
知識がありません。そのため、いざとい
うとき迅速に対応できるよう、こうした訓
練を継続して行い、放射線量検査や
除染など必要な知識を身につけていき
ます。訓練終了後、石川 清院長は「昨
年の3.11を思い出しました。今日のよう
な訓練を繰り返し、原発事故など万一
の場合に備えたい」と話しました。

　今年３月に終了した外来の改修工事に続き、平成24年度か
らNICU（新生児特定集中治療室）の改築を始めます。まずは
仮設棟へNICUを移設し、既存のNICUを全面改装します。改
装にあたっては、照明や内装などに配慮し、入院している赤
ちゃんや面会に来院されるご家族にとって心地良い環境作りを
徹底し、医療スタッフにとっても働きやすい病棟となるよう設計を
工夫します。工事完了は平成25年３月を予定。４月には、NICU
病床を3床、GCU（継続保育室）病床を2床増やし、設備面も充
実させ、さらなる機能の向上をはかります。

　赤十字健康教室では、地域住民の方々が健康で明るい生
活を送れるよう、健康管理などについて講演を行います。参加
無料です。ぜひご参加ください。

会場　３病棟１階　研修ホール
講演時間　13：30～15：00
８月９日（木）演題：肩こりと腰痛
講師：副院長　佐藤公治
10月12日（金）演題：女性のライフステージと健康
講師：第一産婦人科部長　山室 理

平成24年度
CBRNE（シーバーン）

災害訓練

フィリピン保健医療支援事業
ディラサグ郡の住民の命と健康を守る。

万が一に備え、日々、訓練を怠りません。

新しいNICUは、平成25年３月末に
リニューアル完了予定です。

国際医療救援活動

編 集 後 記
フィリピン

NICU
仮設棟へ移動

誰でも自由に参加できる、
健康のための教室です。赤十字健康教室

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp


